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１．はじめに 
◇ この度は本製品をお買い上げいただき有り難うございます。 

◇ ご使用の前に本取扱説明書をよくお読みの上、内容を理解してからお使い

ください。お読みになった後も、大切に保管してください。 

◇ 本製品を安全にお使いいただき、人体への危害や財産への損害を未然に

防ぐために守っていただきたい事項が本取扱説明書の警告と注意に記載

されています。安全にご使用いただくために、必ず取扱説明書の指示に従

って操作してください。 

 

ご注意 

◇ 本取扱説明書の内容の一部を性能・機能の向上などにより、予告なく変更

することがあります。 

◇ 本取扱説明書の内容を無断で転載、複製することを禁止します。 

◇ Microsoft Windows は米国 Microsoft 社の登録商標です。 

◇ 本製品に対するお問い合わせがございましたら、岩通計測株式会社の 

 営業部、営業所にご連絡ください（巻末のネットワーク参照）。 

履  歴 

◇ 2005年 5月  第1版発行 

◇ 2007年 11月 第2版発行 

◇ 2010年 10月 第3版発行 

 

KML051731                       A1-221100 
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1-1.安全にご使用いただくために 

 

◇ 本製品を安全にお使いいただき、人体への危害や財産への損害を未然に  

防ぐために守っていただきたい事項が本取扱説明書の警告と注意に記載  

されています。 

  安全にご使用いただくために、必ず取扱説明書の指示に従ってください。 

 

本取扱説明書の   ｢警告｣と    ｢注意｣の説明 

 

警告 
ここに記載されている事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人

が死亡する または 重傷を負う可能性が想定されます。 

注意 
ここに表示されている事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人

が傷害を負う または 機器が損傷する可能性が想定されます。 
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安全のために、必ずお読みください。               次ページもお読みください。 

警告 
 

● 周囲に爆発性のガスがある場所で使用しないでください。 

  爆発性のガスがある場所で使用すると、爆発の原因になります。 

 

● 煙がでる、異臭または異常音がする場合は直ちに機器との接

続を外し、ご使用を中止してください。 

  そのまま使用すると、感電・火災の原因になります。機器との接続を外し

た後、当社のサービス取扱所(巻末のネットワーク参照)に修理をご依頼くだ

さい。お客様のによる修理は危険ですから絶対におやめください。 

 

● 本製品を改造しないでください。 

  改造すると、感電・火災・故障の原因になります。改造した場合は修理に

応じられないことがあります。 

 

● 本製品に水が入らないよう、または水、薬品、油などの液

体に濡らさないようご注意ください。 

  濡らしたまま使用すると、感電・火災の原因になります。水などが入った

場合は、機器との接続をはずし、当社のサービス取扱所(巻末のネットワー

ク参照)に修理をご依頼ください。 
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安全のために、必ずお読みください。               次ページもお読みください。 

  注意 
 

● 本製品を接続しているときは、引っかけたりして、接続している機

器を倒さないようにご注意ください。 

   機器を倒すと危険です。感電、怪我、故障の原因になります。 

 

●本製品を機器からはずすときはプラグ部分を持って抜いてください。 

    ケーブル部分を持って引っ張ると、ケーブル内部が傷ついたりして感電、

故障の原因になります。 

 

● 通信中は本製品をはずさないでください。 

   故障、データ破壊の原因になります。 

 

● 故障したまま使用しないでください。 

   故障したまま使用すると、感電、火災の原因になることがあります。 

   故障の場合は当社のサービス取扱所(巻末のネットワーク参照)に修理を 

   ご依頼ください。 

 

● 本製品は電子機器ですので、静電気を与えないでください。 
   故障の原因になることがあります。 
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安全のために、必ずお読みください。               次ページもお読みください。 

  注意 
 

● ノイズの発生する機器の近くではご使用にならないでください。 

   ラジオやテレビ、オーディオ機器の近く、モータなどの機器の近くで は

誤動作することがあります。必ず離してご使用ください。 

● 規定の動作範囲内で使用し、規定の環境条件で保管してください。 

  ・動作温湿度：0 ℃～＋50 ℃、10 ％～90 ％(結露なきこと)  

   ・保存温湿度：-20 ℃～＋65 ℃、10 ％～90 ％(結露なきこと) 

● 本製品は、医療機器、原子力機器、航空宇宙機器、輸送機器など人

命に関わる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備、機

器での使用は意図されておりません。これらの設備、機器制御シス

テムに本製品を使用し、本製品の故障により人身事故、火災事故な

どが発生した場合、いかなる責任も負いかねます。 

● 本製品は以下のことに注意して取扱ください。 

  感電、故障の原因になることがあります。 

  ・本製品の上に重いものを載せない。 

  ・落とさない。 

  ・ケーブル部分を無理に曲げない、傷つけない。 
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1-2.梱包内容の確認 

 

製品がお客さまのお手元に届きましたら、下記の内容物の確認をしてくださ

い。 

万一、運送上の損傷などありましたら、直ちに岩通計測株式会社、サービス

センターまたは、担当の代理店までご連絡いただくよう、お願い申し上げます

（巻末のネットワーク参照）。 
 

・SC-525 USB to RS Converter 

・セットアップディスク（CD-ROM） 
・取扱説明書 

 

1-3.修理および修理品の確認 

 

 万一、故障が発生したときは、岩通計測株式会社、サービスセンターにご返

送ください(巻末のネットワーク参照)。保証期間内に発生した当社の責任によ

る故障に関しては、無償で修理いたします。 

修理品のご返送に際しては、お手数ですが、製品名、製造番号（本製品のバ

ックプレート面にラベルが貼ってあります。）、不良の内容、ご担当者のお名

前、ご所属、電話番号などを明記してください。 
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２．SC-525 について 
 

2-1.製品の特徴 

 

● SC-525はUSB Specification 1.1に準拠したUSB-Serial変換アダプタです。 

● ノートパソコンのように、COMポートを持たないパソコンで計測器を制御す

るのに使用できます(サポートする計測器に関しては、“4-1.サポートする

計測器”をご参照ください)。 

● USB接続なので簡単に取り付け、取り外しが可能です。 

● 仮想COMポートドライバにより、COMポートとしてアクセス可能です。 

● 通信状態をモニタできる LED インジケータを装備しています。 

 

2-2.対応 OS と対応機種 

本製品の対応OS、対応機種は下記になります。 

● 対応PC：PC/AT互換機 

● 対応 OS：WindowsXP、WindowsVista (32bit 版、64bit 版)、 

Windows7 (32bit 版、64bit 版) 
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2-3.コネクタピンの配列 

各信号のコネクタピンアサイン及び機能は下表のようになります。コネクタ

は OADG 仕様で定められている D-SUB 9 ピンを採用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピン番号  信号名  略称  DTE-外部 説明 

1 Data Carrier Detect(CD) キャリア検出 ← キャリア検出の通知 

2 Transmit Data(TXD) 送信データ → データの送信 

3 Receive Data(RXD) 受信データ → データの受信 

4 Data Set Ready(DSR) データセットレディ ← 使用可能の通知 

5 Signal Ground(S-GND) 信号用接地 ← SD/RD 共通のアース 

6 Data Terminal Ready(DTR) 端末レディ → 使用可能の通知 

7 Clear to Send(CTS) 送信許可 → 受信の停止、再開の通知

8 Request to Send(RTS) 送信要求 ← 送信の停止、再開の通知

9 Ring Indicate(RI) 被呼表示 → 着信の通知 

 

D-SUB 9ﾋﾟﾝ ﾒｽ型 
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３．ドライバのインストール 

3-1.WindowsXP でのインストール 

 

ここでは、本製品を WindowsXP でご利用いただくためのドライバソフトウェ

アのインストール方法を示します。 

既に古いバージョンのドライバをご利用の場合は、必ず古いドライバをアン

インストールしてから新しいドライバをインストールして下さい。尚、古いド

ライバのアンインストールの方法に関しては、ドライバのバージョンによって

手順が異なりますので、ドライバに添付されていたマニュアルをご参照下さい。 

ドライバソフトウェアのインストール作業は、はじめに本製品をパソコンに

接続しない状態で、Windows にドライバソフトウェアを登録します。その後で

本製品をパソコンに接続し、プラグアンドプレイによるドライバのインストー

ルを完了します。 

この一連のインストール作業により、「USB デバイスドライバ」と「COM ポー

トドライバ」の 2 つのドライバが Windows にインストールされます。 

尚、PC の動作環境によっては、以降の説明には出てこない警告画面が表示さ

れる場合があります。その場合、警告の内容を注意深く読み、問題がないこと

を確認した上でインストール作業を続行して下さい。 
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1. Administrator 権限のあるユーザで Windows にログインします。 

 
2. 製品添付の Driver CD-ROM をセッ

トしてから「<CD-ROM ドライブ名
>:\Drivers\」フォルダを Explorer

で表示し、次に「SC525_INST」を

ダブルクリックしてインストーラ

を起動します。 

 
3. 「SC-525 デバイスドライバインストーラー」が起動したら、「次へ」をクリ

ックします。 
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4. 「ソフトウェア使用許諾書」の画

面が表示されます。内容をご確認

の上、「使用許諾書に同意します」

を選択し、「次へ」をクリックしま

す。 

 
 

 
 
5. インストールの実行中、Windows ロ

ゴテストに合格していないという

警告が表示されますが、ここでは

「続行」をクリックします。 

本インストーラでは「USB デバイス

ドライバ」と「仮想 COM ポートドラ

イバ」の 2 つのドライバをインスト

ールするため、このメッセージも 2

回表示されます。 

 
6. インストールが完了すると、右図のようなメッセージが表示されます。「完

了」をクリックしてダイアログを

閉じます。 

これでドライバソフトウェアの

Windows への登録は終了です。製品

添付の Driver CD-ROM は以降の作業

では不要となります。 
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7. 続いて、本製品をパソコンの USB

ポートへ接続します。(接続の手順

は 3-6 項に説明されています)  

プラグアンドプレイにより、

Windows が本製品を検出すると、タ

スクバーに右図のようなメッセー

ジが表示され、自動的に「新しいハードウェアの検索ウィザード」が開始

されます。 

 
8. 最初に「USB デバイスドライバ」の

インストールが開始されます。「い

いえ、今回は接続しません」を選

択し、「次へ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

9. 「ソフトウェアを自動的にインス

トールする(推奨)」を選択し、「次

へ」をクリックします。 
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10. Windows ロゴテストに合格して

いないという警告が表示されま

すが、ここでは「続行」をクリ

ックします。 

 
 
 
 
 
 

11.「USB デバイスドライバ」のインス

トールが完了すると、「新しいハード

ウェアの検索ウィザードの完了」画面

が表示されます。「完了」をクリック

します。 

 
 
 
 

12. 引き続き「仮想 COM ポートドライ

バ」のインストールが開始されま

す。「いいえ、今回は接続しませ

ん」を選択し、「次へ」をクリッ

クします。 
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13. 「ソフトウェアを自動的にイン

ストールする(推奨)」を選択し、

「次へ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

14. Windowsロゴテストに合格してい

ないという警告が表示されますが、

ここでは「続行」をクリックしま

す。 

 
 
 
 
 

15. 「仮想 COM ポートドライバ」のインストールが完了すると、「新しいハー

ドウェアの検索ウィザードの完

了」画面が表示されます。「完了」

をクリックします。 

 
 
 
 

 

 

以上で、WindowsXP でのドライバインストールは完了です。 
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3-2.WindowsVista および Windows7 でのインストール 

ここでは、本製品を WindowsVistaまたは Windows7でご利用いただくための、

ドライバソフトウェアのインストール方法を示します。両 OS のインストール

作業手順はほとんど同じです。また本製品は 32bit 版と 64bit 版の

WindowsVista、Windows7 にも対応しておりますが、こちらの場合も作業手順は

変わりません。ここでは、32bit 版 Windows7 の画面を使って説明します。(OS

の種類により画面のデザインが異なる場合があります) 

ドライバソフトウェアのインストール作業は、はじめに本製品をパソコンに

接続しない状態で、Windows にドライバソフトウェアを登録します。その後で

本製品をパソコンに接続し、プラグアンドプレイによるドライバのインストー

ルを完了します。 

この一連のインストール作業により、「USB デバイスドライバ」と「COM ポー

トドライバ」の 2 つのドライバが Windows にインストールされます。 

尚、PC の動作環境によっては、以下の説明には出てこない警告画面が表示さ

れる場合があります。その場合、警告の内容を注意深く読み、問題がないこと

を確認した上でインストール作業を続行して下さい。 
 

1. Administrator 権限のあるユーザで

Windows にログインします。 

 
2. 製品添付の Driver CD-ROM をセットして

から「<CD-ROM ドライブ名>:\Drivers\」
フォルダを Explorer で表示し、次に

「SC525_INST」をダブルクリックしてイ

ンストーラを起動します。 
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3. 「ユーザアカウント制御」による、

処理続行の許可を求めるダイアロ

グが表示された場合、[続行]をク

リックします。 

 
 
 
 
 

4. 「SC-525 デバイスドライバインス

トーラー」が起動したら、「次へ」

をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

5. 「ソフトウェア使用許諾書」の画

面が表示されます。内容をご確認

の上、「使用許諾書に同意します」

を選択し、「次へ」をクリックしま

す。 

 
 
 
 



 

17 

6. 最初に「USB デバイスドライバ」のインストールが開始されます。Windows

セキュリティの、インスールを確認するダイアログが表示されたら、「イン

ストール」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

7. 引き続き、「仮想 COM ポートドライバ」のインストールが開始されます。

Windows セキュリティの、インスールを確認するダイアログが表示されたら、

「インストール」をクリックします。 
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8. インストールが完了すると、右図

のようなメッセージが表示されま

す。「完了」をクリックしてダイア

ログを閉じます。 

これでドライバソフトウェアの

Windows への登録は終了です。製品

添付の Driver CD-ROM は以降の作

業では不要となります。 

 
 

9. 続いて、本製品をパソコンの USB ポートへ接続します。(接続の手順は 3-6

項に説明されています) 

プラグアンドプレイにより Windows が本製品を検出すると、タスクバーに

右図のようなメッセージが表示され、自動的にインストールが開始します。 

 
 
 
 

10.インストールが完了すると、タスクバーに右図のようなメッセージが表示

されます。 

 
 
 
 
 
以上で、WindowsVista、Windows7 でのドライバインストールは完了です。 
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3-3.インストールの確認 

デバイスマネージャを使って、ドライバのインストールが正常に行われ、動

作しているかの確認を行います。確認には Windows のデバイスマネージャを使

用します。 

 
 デバイスマネージャの起動方法 
デバイスマネージャの起動方法はWindowsのバージョンによって異なります。

以下に、Windows の各バージョンにおいてデバイスマネージャを起動する、代

表的な手順を説明します。 

 
<WindowsXP の場合> 
1. Administrator 権限のあるユーザで Windows にログインします。 

 
2. [コントロールパネル]から[システム]を選択し、[システムのプロパテ

ィ]を開きます。 

 
3. [ハードウェア]タブを開

き、[デバイスマネージャ]

ボタンをクリックします。 
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<WindowsVista の場合> 
1. Administrator 権限のあるユーザで Windows にログインします。 

 
2. [コントロールパネル]のクラシッ

ク表示から、[デバイスマネージ

ャ]を選択します。 

 
 
 
 
3. 「ユーザアカウント制御」による、処理続行の許可を求めるダイアログ

が表示された場合、[続行]をクリックします。 

 
 
<Windows7 の場合> 
1. Administrator 権限のあるユーザで Windows にログインします。 

 
2.  [コントロールパネル]の[小さいア

イコン]もしくは[大きいアイコン]

表示から、[デバイスマネージャー]

を選択します。 

 
 
 
3. 「ユーザアカウント制御」による、処理続行の許可を求めるダイアログ

が表示された場合、[続行]をクリックします。 
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 インストールの確認 
本製品をパソコンに接続した状態でデバイスマネージャを起動し、[表示]メ

ニューから、[デバイス(種類別)]を選択します。ここで、以下の項目を確認し

ます。 

 
① 「ポート(COM と LPT)」の下に「IWATSU SC-525(COMx)」が追加されて

いること。 

② 「ユニバーサルシリアルバスコントローラー」の下に「IWATSU SC-525 

USB to RS Converter」が追加されていること。 

(WindowsXP の場合、「USB(Universal Serial Bus)コントローラ」の下) 

 

①

②
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 ポート番号の確認と変更 
計測器との通信を行うには、ご利用の計測器制御プログラムで使用する COM

ポート番号と、本製品に割り当てる COM ポート番号とを一致させる必要があり

ます。 

SC-525 USB to RS Converter に割り当てられた COM ポート番号は、デバイス

マネージャ上の「ポート(COM と LPT)」に追加された「IWATSU SC-525(COMx)」

で確認できます。括弧内に表示されているのが割り当てられたポート番号です。 

また、COM ポート番号の割り当てを変更する手順は以下の通りです。 

 
1. 「IWATSU SC-525(COMx)」を

ダブルクリックしてプロパ

ティを表示する。 

 
2. 「Port Setting」タブを選択

し「Advanced…」ボタンをク

リ ッ ク し て 「 Advanced 

Settings」画面を表示する。 
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3. 「COM Port Number」より任意の COM ポートを選択し、「OK」ボタンをク

リックして「Advanced Settings」を閉じる。 

 

 
 
尚、Advanced Port Settings 画面のその他設定項目に関しては「5-1. 転送

バッファサイズとレイテンシタイマ」を参照してください。 
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3-4.WindowsXP でのアンインストール 

ここでは、WindowsXP にインストールされた本製品のドライバを削除する手

順を説明します。 

 
1. IWATSU SC-525 USB to RS Converter がパソコンに接続されている場合は取

り外します。 

 

2. Administrator 権限のあるユーザで Windows にログインします。 

 

3. [コントロールパネル]から「プログラムの追加と削除」を選択します。 

 
4. 「Windows ドライバ パッケージ – IWATSU COM PORT Driver Package」を選

択し、「変更と削除」ボタンをクリックします。 
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5. アンインストールの実行確認のメ

ッセージが表示されたら、「はい」

をクリックします。 

 
6. 同様に「Windows ドライバ パッケージ – IWATSU USB BUS Driver Package」

を選択し、「変更と削除」ボタンをクリックします。 

 
 

7. アンインストールの実行を確認す

るメッセージが表示されたら、「は

い」をクリックします。 

 
 
 
以上で、WindowsXP でのドライバアンインストールは完了です。 
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3-5.WindowsVista および Windows7 でのアンインストール 

ここでは、WindowsVista または Windows7 にインストールされた本製品のド

ライバを削除する手順を説明します。 

 

1. IWATSU SC-525 USB to RS Converter をパソコンに接続します。(接続の手

順は 3-6 項に説明されています) 

 
2. デバイスマネージャを起動します。(デバイスマネージャの起動手順は 3-3

項に説明されています) 

 

3. 「ポート(COM と LPT)」の下にあ

る「IWATSU SC-525(COMx)」を右

クリックし、「削除」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「デバイスのアンインストールの確

認」が表示されたら、「このデバイス

のドライバーソフトウェアを削除す

る」をチェックして、「OK」ボタンを

クリックする。 
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5. 同様に「ユニバーサルシリアル

バスコントローラー」の下にあ

る「IWATSU SC-525 USB to RS 

Converter」を右クリックし、「削

除」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

6. 「デバイスのアンインストールの確

認」が表示されたら、「このデバイス

のドライバーソフトウェアを削除す

る」をチェックして、「OK」ボタンを

クリックする。 

 

 

 

以上で、WindowsVista、Windows7 でのドライバアンインストールは完了です。 

尚、手順 4.、6.において「このデバイスのドライバーソフトウェアを削除す

る」にチェックを付けないで「OK」をクリックすると、ドライバソフトウェア

は Windows に登録されたままとなります。この場合、改めて本製品を USB ポー

トに接続すると、自動的にドライバが再度インストールされ、使用できる状態

になります。 
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3-6.パソコン USB ポートへの接続 

 
本製品をご使用いただくには、ドライバソフトウェアのインストール作業と

パソコンの USB ポートへの接続が必要です。 

ドライバソフトウェアのインストール作業については、3-1 項から 3-3 項に

各 Windows の OS バージョン毎に手順が説明されています。 

ドライバのアンインストールを行う場合は、3-4 項, 3-5 項の手順を参考に

してください。 

 
■パソコンの USB ポートへの接続 

1) パソコンの電源を ON にして Windows を起動します。 

2) 下図を参考にし、本製品の USB コネクタをパソコンの USB ポートに接続し

てください。 

 
コネクタはしっかりと奥まで差し込み、確実に

接続してください。 

注 1. USB ポートの位置につきましては、パソ

コンの説明書をご覧ください。 

注 2. パソコンにより、キーボードやディスプレ

イの USB ポートでは、使用できない場

合があります。 

注 3. RS-232 コネクタ側には何も接続しないでください。 
 
 
 
 

 



 

29 

４．計測器との接続 

4-1.サポートする計測器 

本製品は岩通計測製の下記の機器に使用可能です。 

  

 ・マルチメータ          VOAC7520/7521A/7522/7523 

VOAC7520H/7521H/7522H/7523H  

・信号発生器           SG-4104/4105/4115 

 ・ユニバーサルカウンタ     SC-7205/7206/7207 

SC-7205H/7206H/7207H 

 ・デジタルオシロスコープ DS-8812P/8814P/8814c 

DS-8822/8822P/8824/8824P 

DS-5100シリーズ＊ 

DS-5100Aシリーズ＊ 

 DS-5100Bシリーズ＊ 

＊但し、DS-5100/5100A/5100B シリーズとの接続には、オス-メス変換タイプ

の 9ピン D-subクロスケーブルが別途必要になりますので、ご用意下さい。 
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4-2.機器との接続 

SC-525 USB to RS Converter をご使用になって、計測器を制御する際は下図 

のように接続します。 

接続要領、及び注意事項を下記にて説明します。 

1)本製品のUSBコネクタをパソコンのUSBポートに接続します。     

2)本製品のRS-232コネクタを計測器のRS-232ポートに接続します。    

注1.パソコンの電源は投入されていても構いません。        

注2.パソコン側USBポートの挿抜は、計測器の電源をOFFにし           

た状態で行なって下さい。 

  注3.コネクタはしっかりと奥まで差込み、確実に接続してくださ      

い。 

注 4.USBポート、RS-232ポートの位置につきましては、パソコン      

及び計測器の取扱説明書をご参照ください。         

注 5.お客様ご利用の計測器制御プログラムで使用するCOMポート     

番号と本製品のドライバのCOMポート番号を一致させてくだ      

さい。  
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５．アプリケーションノート 

5-1.転送バッファサイズとレイテンシタイマー 

ドライバのプロパティ画面「Port Setting」タグの「Advanced...」画面（下

記ダイアログ）に記載されている転送バッファサイズ（USB Transfer Sizes）

とレイテンシタイマ（Latency Timer）の内容について解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5-1-1  転送バッファサイズとレイテンシタイマ－
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転送バッファサイズとレイテンシタイマ－は、SC-525の受信機能に関する設

定パラメータです。 

 

 SC-525は下記の条件により、RS-232から受信したデータをUSBを介してホスト

に転送します。 

1.SC-525内部の64バイトの転送バッファがフルになった時 

2.RS-232のCTS#/DSR#/DCD#/RI#のラインコンディションが変化した時 

3.RS-232受信データにイベントキャラクタを検出した時 

4.レイテンシタイマ－（デフォルト 16msec）がタイムアウトした時 

 

64バイト未満のデータ転送に関しては、レイテンシタイマ－（Fig.5-1-1の

Latency Timer）で設定した時間の遅延が発生します。64バイト以上の大量デー

タを転送する際には、64バイトの転送バッファがフルになると即座に転送が開

始され、最後の64バイト未満のデータ転送に関してのみレイテンシタイマで設

定した時間の遅延が発生します。 

遅延時間のワーストケースは、レイテンシタイマ－で設定した時間以上のゆ

っくりした間隔で63バイトのデータが転送される場合が考えられます。SC-525

はレイテンシタイマ－がタイムアウトすると同時に64バイトのデータ転送を行

うことになります。USBはレイテンシタイマ－の周期で64バイトの転送データを

受け取り、リクエストされた受信バッファサイズになるとUSBシリアル変換デバ

イスドライバにデータを転送します。 

 4K バイトの転送所要時間は、概算（4096／64）×0.016＝1.024 秒になりま

す。 
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（注意） 

USB で転送されるパケットデータには、2 バイトの固有情報が含まれます。

パケットデータサイズが 64 バイトの場合、RS-232 より実際に受信したデータ

は 62 バイトになります。2バイトの固有情報は USB シリアル変換デバイスドラ

イバ内で自動的に取り除かれます。 

 

SC-525のUSBシリアル変換デバイスドライバはデフォルトで4KバイトのUSB転

送データサイズ（USB Transfer Sizes）をリクエストします。RS-232からのデ

ータをPCに転送する際、USBドライバは下記の条件でUSBシリアル変換デバイス

ドライバにデータを転送します。 

1.リクエストされたデータバイト数（4Kバイト）受信を完了した時 

2.64バイト以下のショートパケットをUSBホストドライバが受信した時 

3.リクエストがキャンセルされた時 

Fig.5-1-2  RS-232 USB データ転送 
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64 バイトの USB パケットが継続的にホストに送られた場合、USB はリクエス

トされた USB 転送データサイズ（デフォルト 4K バイト）に達するまで受信を

行います。USB 転送データサイズに達すると、SC-525 の USB シリアル変換デバ

イスドライバに転送を完了したデータが引き渡され、この時点で通信アプリケ

ーション（Communication Application）は RS-232 からの受信データを受け取

ることができます。RS-232 からの転送データが 64 バイト以下の小さいブロッ

ク単位で送られてくる場合や、転送スピードが非常に遅い場合には、レイテン

シタイマ－の設定値がデータ転送のスループットへ影響を及ぼします。 
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5-2.フロー制御 

SC-525は下記4種類のフロー制御を選択することができます。 

(1)フロー制御なし 

このモードの設定ではデータ転送が高速の場合にデータが喪失する恐れ

があります。 

(2)RTS/CTSの2線ハードウェアフロー制御 

CTSの信号がハイであればデバイスはデータを送信し、受信できない状態

ではRTSの信号をローにします。 

(3)DTR/DSRの2線ハードウェアフロー制御 

DSRの信号がハイであればデバイスはデータを送信し、受信ができない状

態ではDTRの信号をローにします。 

(4)XON/XOFFのソフトウェアフロー制御 

XON/XOFFと呼ばれる特殊なキャラクタデータを使ってフロー制御を行い

ます。XON/XOFFに使用するキャラクタデータはアプリケーションより設定

変更することが可能です。 

 

Windows OS 自体の機構上、リアルタイムで SC-525 のドライバからアプリケ

ーションにデータを転送できない場合があります。例えば、マウスでアプリケ

ーションのタスクバーを掴んで高速移動を行った状態に置いて、115.2kbps の

スピードで RS-232 からデータ転送を行うと受信データの喪失が発生します。

ハードウェアフロー制御もしくはソフトウェアフロー制御を有効にすること

を強く推奨します。 
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Memo 
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６．製品仕様 
 
USB規格 USB(Universal Serial Bus)1.1準拠 

 USBコネクタ  USB TypeA 

 RS-232コネクタ   D-SUB 9P(メス) 

 通信方式  非同期通信 

 RS-232通信速度  最大230 kbps＊2 

 電源電圧  DC 5 V(USBバスパワーより取得) 

 消費電流  最大60 mＡ(DC 5 V) 

 動作温湿度範囲  0 ℃～＋50 ℃／10 ％～90 ％(結露なきこと) 

 保存温湿度範囲  -20 ℃～＋65 ℃／10 ％～90 ％(結露なきこと) 

 外形寸法  W：28±1 mm 

  L：85±1 mm 

  H：11±1 mm 

 ケーブル長  850 mm±20 mm 

質量      約 55 ｇ 

 

* 1.予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。 
* 2.実際の最大通信速度は使用するパソコン仕様に依存します。 

 



 

 

 
製 品 保 証 

この製品は、お客様に安心してお使い頂くために下記の保証をいたします。 

◆ 保 証 期 間 ご納入後１年間保証いたします。 

◆ 保 証 条 件 万一、保証期間内に弊社の責任による不測の故

障などが生じた場合には無償修復いたします。 

 本製品保証は日本国内においてのみ有効です。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ お問合わせ窓口 

岩 通 計 測 株 式 会 社 
技術的な取扱い・測定方法、修理、校正など     

    サービスセンター    フリーダイヤル  0120-086-102 

   (受付時間：土曜、日曜日を除く、営業日の 9：00～12：00、13：00～17：00)

● URL : http://www.iti.iwatsu.co.jp    ● E-mail : info-iti@iwatsu.co.jp

お願い：セールスネットワークとお問い合わせ窓口の最新情報は、弊社のホーム 

ページまたはフリーダイヤルでご確認いただくようお願い申し上げます。 
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１．はじめにtc "1.はじめに"

◇
この度は本製品をお買い上げいただき有り難うございます。

◇
ご使用の前に本取扱説明書をよくお読みの上、内容を理解してからお使いください。お読みになった後も、大切に保管してください。

◇ 本製品を安全にお使いいただき、人体への危害や財産への損害を未然に防ぐために守っていただきたい事項が本取扱説明書の警告と注意に記載されています。安全にご使用いただくために、必ず取扱説明書の指示に従って操作してください。


ご注意tc "ご注意"

◇
本取扱説明書の内容の一部を性能・機能の向上などにより、予告なく変更することがあります。

◇
本取扱説明書の内容を無断で転載、複製することを禁止します。

◇ Microsoft Windowsは米国Microsoft社の登録商標です。
◇ 本製品に対するお問い合わせがございましたら、岩通計測株式会社の
　営業部、営業所にご連絡ください（巻末のネットワーク参照）。

履  歴tc "履  歴"

◇
2005年 5月  第1版発行

◇
2007年 11月 第2版発行

◇
2010年 10月 第3版発行


KML051731　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A1-221100

1-1.安全にご使用いただくためにtc "1-1.安全にご使用いただくために"

◇　本製品を安全にお使いいただき、人体への危害や財産への損害を未然に　　防ぐために守っていただきたい事項が本取扱説明書の警告と注意に記載　　されています。

　　安全にご使用いただくために、必ず取扱説明書の指示に従ってください。

[image: image1.emf] 
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本取扱説明書の 　　｢警告｣と   　｢注意｣の説明

		[image: image2.png]



警告

		ここに記載されている事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する または 重傷を負う可能性が想定されます。



		[image: image3.png]



注意

		ここに表示されている事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う または 機器が損傷する可能性が想定されます。
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安全のために、必ずお読みください。　　　　　　　　　　　　　　　次ページもお読みください。

警告


● 周囲に爆発性のガスがある場所で使用しないでください。

　　爆発性のガスがある場所で使用すると、爆発の原因になります。

● 煙がでる、異臭または異常音がする場合は直ちに機器との接続を外し、ご使用を中止してください。

　　そのまま使用すると、感電・火災の原因になります。機器との接続を外した後、当社のサービス取扱所(巻末のネットワーク参照)に修理をご依頼ください。お客様のによる修理は危険ですから絶対におやめください。

● 本製品を改造しないでください。

　　改造すると、感電・火災・故障の原因になります。改造した場合は修理に応じられないことがあります。

● 本製品に水が入らないよう、または水、薬品、油などの液体に濡らさないようご注意ください。

　　濡らしたまま使用すると、感電・火災の原因になります。水などが入った場合は、機器との接続をはずし、当社のサービス取扱所(巻末のネットワーク参照)に修理をご依頼ください。
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安全のために、必ずお読みください。　　　　　　　　　　　　　　　次ページもお読みください。

　　注意


● 本製品を接続しているときは、引っかけたりして、接続している機器を倒さないようにご注意ください。

　 　機器を倒すと危険です。感電、怪我、故障の原因になります。


●
本製品を機器からはずすときはプラグ部分を持って抜いてください。

　　  ケーブル部分を持って引っ張ると、ケーブル内部が傷ついたりして感電、故障の原因になります。

● 通信中は本製品をはずさないでください。

　　 故障、データ破壊の原因になります。

● 故障したまま使用しないでください。

　　 故障したまま使用すると、感電、火災の原因になることがあります。

　　 故障の場合は当社のサービス取扱所(巻末のネットワーク参照)に修理を

　　 ご依頼ください。


● 本製品は電子機器ですので、静電気を与えないでください。

　　 故障の原因になることがあります。

[image: image10.emf]


安全のために、必ずお読みください。　　　　　　　　　　　　　　　次ページもお読みください。

　　注意


●
ノイズの発生する機器の近くではご使用にならないでください。

　　 ラジオやテレビ、オーディオ機器の近く、モータなどの機器の近くで は誤動作することがあります。必ず離してご使用ください。

●
規定の動作範囲内で使用し、規定の環境条件で保管してください。

　 ・動作温湿度：0 ℃～＋50 ℃、10 ％～90 ％(結露なきこと)　

 
 ・保存温湿度：-20 ℃～＋65 ℃、10 ％～90 ％(結露なきこと)


●
本製品は、医療機器、原子力機器、航空宇宙機器、輸送機器など人命に関わる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備、機器での使用は意図されておりません。これらの設備、機器制御システムに本製品を使用し、本製品の故障により人身事故、火災事故などが発生した場合、いかなる責任も負いかねます。

● 本製品は以下のことに注意して取扱ください。

　　感電、故障の原因になることがあります。

　 ・本製品の上に重いものを載せない。

　 ・落とさない。

　 ・ケーブル部分を無理に曲げない、傷つけない。

1-2.梱包内容の確認tc "1-2.梱包内容の確認"

製品がお客さまのお手元に届きましたら、下記の内容物の確認をしてください。

万一、運送上の損傷などありましたら、直ちに岩通計測株式会社、サービスセンターまたは、担当の代理店までご連絡いただくよう、お願い申し上げます（巻末のネットワーク参照）。

・SC-525 USB to RS Converter


・セットアップディスク（CD-ROM）

・取扱説明書

1-3.修理および修理品の確認tc "1-3.修理および修理品の確認"

　万一、故障が発生したときは、岩通計測株式会社、サービスセンターにご返送ください(巻末のネットワーク参照)。保証期間内に発生した当社の責任による故障に関しては、無償で修理いたします。

修理品のご返送に際しては、お手数ですが、製品名、製造番号（本製品のバックプレート面にラベルが貼ってあります。）、不良の内容、ご担当者のお名前、ご所属、電話番号などを明記してください。

２．SC-525についてtc "2.SC-525について"

2-1.製品の特徴tc "2-1.製品の特徴"

●　SC-525はUSB Specification 1.1に準拠したUSB-Serial変換アダプタです。

●　ノートパソコンのように、COMポートを持たないパソコンで計測器を制御するのに使用できます(サポートする計測器に関しては、“4-1.サポートする計測器”をご参照ください)。

●　USB接続なので簡単に取り付け、取り外しが可能です。

●　仮想COMポートドライバにより、COMポートとしてアクセス可能です。

●　通信状態をモニタできるLEDインジケータを装備しています。

2-2.対応OSと対応機種tc "2-2.対応OSと対応機種"

本製品の対応OS、対応機種は下記になります。

●　対応PC：PC/AT互換機

●　対応OS：WindowsXP、WindowsVista (32bit版、64bit版)、
Windows7 (32bit版、64bit版)

2-3.コネクタピンの配列tc "2-3.コネクタピンの配列"

各信号のコネクタピンアサイン及び機能は下表のようになります。コネクタはOADG仕様で定められているD-SUB 9ピンを採用しています。
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		ピン番号 

		信号名

		 略称 

		DTE-外部

		説明



		1

		Data Carrier Detect(CD)

		キャリア検出

		←

		キャリア検出の通知



		2

		Transmit Data(TXD)

		送信データ

		→

		データの送信



		3

		Receive Data(RXD)

		受信データ

		→

		データの受信



		4

		Data Set Ready(DSR)

		データセットレディ

		←

		使用可能の通知



		5

		Signal Ground(S-GND)

		信号用接地

		←

		SD/RD共通のアース



		6

		Data Terminal Ready(DTR)

		端末レディ

		→

		使用可能の通知



		7

		Clear to Send(CTS)

		送信許可

		→

		受信の停止、再開の通知



		8

		Request to Send(RTS)

		送信要求

		←

		送信の停止、再開の通知



		9

		Ring Indicate(RI)

		被呼表示

		→

		着信の通知





３．ドライバのインストール

3-1.WindowsXPでのインストール


ここでは、本製品をWindowsXPでご利用いただくためのドライバソフトウェアのインストール方法を示します。

既に古いバージョンのドライバをご利用の場合は、必ず古いドライバをアンインストールしてから新しいドライバをインストールして下さい。尚、古いドライバのアンインストールの方法に関しては、ドライバのバージョンによって手順が異なりますので、ドライバに添付されていたマニュアルをご参照下さい。

ドライバソフトウェアのインストール作業は、はじめに本製品をパソコンに接続しない状態で、Windowsにドライバソフトウェアを登録します。その後で本製品をパソコンに接続し、プラグアンドプレイによるドライバのインストールを完了します。

この一連のインストール作業により、「USBデバイスドライバ」と「COMポートドライバ」の2つのドライバがWindowsにインストールされます。

尚、PCの動作環境によっては、以降の説明には出てこない警告画面が表示される場合があります。その場合、警告の内容を注意深く読み、問題がないことを確認した上でインストール作業を続行して下さい。

1. Administrator権限のあるユーザでWindowsにログインします。

2. [image: image14.emf]


製品添付のDriver CD-ROMをセットしてから「<CD-ROMドライブ名>:\Drivers\」フォルダをExplorerで表示し、次に「SC525_INST」をダブルクリックしてインストーラを起動します。

3. [image: image15.emf]


「SC-525デバイスドライバインストーラー」が起動したら、「次へ」をクリックします。

4. [image: image16.emf]


[image: image17.emf]


「ソフトウェア使用許諾書」の画面が表示されます。内容をご確認の上、「使用許諾書に同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。

5. インストールの実行中、Windowsロゴテストに合格していないという警告が表示されますが、ここでは「続行」をクリックします。

本インストーラでは「USBデバイスドライバ」と「仮想COMポートドライバ」の2つのドライバをインストールするため、このメッセージも2回表示されます。

6. [image: image18.emf]


インストールが完了すると、右図のようなメッセージが表示されます。「完了」をクリックしてダイアログを閉じます。

これでドライバソフトウェアのWindowsへの登録は終了です。製品添付のDriver CD-ROMは以降の作業では不要となります。

7. 続いて、本製品をパソコンのUSBポートへ接続します。(接続の手順は3-6項に説明されています) [image: image19.emf]




プラグアンドプレイにより、Windowsが本製品を検出すると、タスクバーに右図のようなメッセージが表示され、自動的に「新しいハードウェアの検索ウィザード」が開始されます。

8. 最初に「USBデバイスドライバ」のインストールが開始されます。[image: image20.emf]


「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックします。

9. [image: image21.emf]


「ソフトウェアを自動的にインストールする(推奨)」を選択し、「次へ」をクリックします。

10. [image: image22.emf]


Windowsロゴテストに合格していないという警告が表示されますが、ここでは「続行」をクリックします。
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11.「USBデバイスドライバ」のインストールが完了すると、「新しいハードウェアの検索ウィザードの完了」画面が表示されます。「完了」をクリックします。

12. [image: image24.emf]


引き続き「仮想COMポートドライバ」のインストールが開始されます。「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックします。

13. 「ソフトウェアを自動的にインストールする(推奨)」を選択し、「次へ」をクリックします[image: image25.emf]


。

14. [image: image26.emf]


Windowsロゴテストに合格していないという警告が表示されますが、ここでは「続行」をクリックします。

15. [image: image27.emf]


「仮想COMポートドライバ」のインストールが完了すると、「新しいハードウェアの検索ウィザードの完了」画面が表示されます。「完了」をクリックします。

以上で、WindowsXPでのドライバインストールは完了です。

3-2.WindowsVistaおよびWindows7でのインストール

ここでは、本製品をWindowsVistaまたはWindows7でご利用いただくための、ドライバソフトウェアのインストール方法を示します。両OSのインストール作業手順はほとんど同じです。また本製品は32bit版と64bit版のWindowsVista、Windows7にも対応しておりますが、こちらの場合も作業手順は変わりません。ここでは、32bit版 Windows7の画面を使って説明します。(OSの種類により画面のデザインが異なる場合があります)


ドライバソフトウェアのインストール作業は、はじめに本製品をパソコンに接続しない状態で、Windowsにドライバソフトウェアを登録します。その後で本製品をパソコンに接続し、プラグアンドプレイによるドライバのインストールを完了します。

この一連のインストール作業により、「USBデバイスドライバ」と「COMポートドライバ」の2つのドライバがWindowsにインストールされます。

尚、PCの動作環境によっては、以下の説明には出てこない警告画面が表示される場合があります。その場合、警告の内容を注意深く読み、問題がないことを確認した上でインストール作業を続行して下さい。

1. Administrator権限のあるユーザでWindowsにログインします。
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2. 製品添付のDriver CD-ROMをセットしてから「<CD-ROMドライブ名>:\Drivers\」フォルダをExplorerで表示し、次に「SC525_INST」をダブルクリックしてインストーラを起動します。

3. [image: image29.emf]


「ユーザアカウント制御」による、処理続行の許可を求めるダイアログが表示された場合、[続行]をクリックします。

4. [image: image30.emf]


「SC-525デバイスドライバインストーラー」が起動したら、「次へ」をクリックします。

5. [image: image31.emf]


「ソフトウェア使用許諾書」の画面が表示されます。内容をご確認の上、「使用許諾書に同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。

6. 最初に「USBデバイスドライバ」のインストールが開始されます。Windowsセキュリティの、インスールを確認するダイアログが表示されたら、「インストール」をクリックします。
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7. 引き続き、「仮想COMポートドライバ」のインストールが開始されます。Windowsセキュリティの、インスールを確認するダイアログが表示されたら、「インストール」をクリックします。
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8. [image: image34.emf]


インストールが完了すると、右図のようなメッセージが表示されます。「完了」をクリックしてダイアログを閉じます。

これでドライバソフトウェアのWindowsへの登録は終了です。製品添付のDriver CD-ROMは以降の作業では不要となります。

9. 続いて、本製品をパソコンのUSBポートへ接続します。(接続の手順は3-6項に説明されています)


プラグアンドプレイによりWindowsが本製品を検出すると、タスクバーに右図のようなメッセージが表示され、自動的にインストールが開始します。
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10.インストールが完了すると、タスクバーに右図のようなメッセージが表示されます。

以上で、WindowsVista、Windows7でのドライバインストールは完了です。

3-3.インストールの確認

デバイスマネージャを使って、ドライバのインストールが正常に行われ、動作しているかの確認を行います。確認にはWindowsのデバイスマネージャを使用します。

· デバイスマネージャの起動方法

デバイスマネージャの起動方法はWindowsのバージョンによって異なります。以下に、Windowsの各バージョンにおいてデバイスマネージャを起動する、代表的な手順を説明します。

<WindowsXPの場合>


1. Administrator権限のあるユーザでWindowsにログインします。

2. [image: image37.emf]


[コントロールパネル]から[システム]を選択し、[システムのプロパティ]を開きます。

3. [ハードウェア]タブを開き、[デバイスマネージャ]ボタンをクリックします。

<WindowsVistaの場合>


1. Administrator権限のあるユーザでWindowsにログインします。

2. [image: image38.emf]


[コントロールパネル]のクラシック表示から、[デバイスマネージャ]を選択します。

3. 「ユーザアカウント制御」による、処理続行の許可を求めるダイアログが表示された場合、[続行]をクリックします。

<Windows7の場合>


1. Administrator権限のあるユーザでWindowsにログインします。

2. [image: image39.emf] 


 [コントロールパネル]の[小さいアイコン]もしくは[大きいアイコン]表示から、[デバイスマネージャー]を選択します。

3. 「ユーザアカウント制御」による、処理続行の許可を求めるダイアログが表示された場合、[続行]をクリックします。

· インストールの確認

本製品をパソコンに接続した状態でデバイスマネージャを起動し、[表示]メニューから、[デバイス(種類別)]を選択します。ここで、以下の項目を確認します。

1 「ポート(COMとLPT)」の下に「IWATSU SC-525(COMx)」が追加されていること。

2 「ユニバーサルシリアルバスコントローラー」の下に「IWATSU SC-525 USB to RS Converter」が追加されていること。
(WindowsXPの場合、「USB(Universal Serial Bus)コントローラ」の下)
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· ポート番号の確認と変更

計測器との通信を行うには、ご利用の計測器制御プログラムで使用するCOMポート番号と、本製品に割り当てるCOMポート番号とを一致させる必要があります。

SC-525 USB to RS Converterに割り当てられたCOMポート番号は、デバイスマネージャ上の「ポート(COMとLPT)」に追加された「IWATSU SC-525(COMx)」で確認できます。括弧内に表示されているのが割り当てられたポート番号です。

また、COMポート番号の割り当てを変更する手順は以下の通りです。

1. [image: image42.wmf] 


「IWATSU SC-525(COMx)」をダブルクリックしてプロパティを表示する。
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「Port Setting」タブを選択し「Advanced…」ボタンをクリックして「Advanced Settings」画面を表示する。

3. 「COM Port Number」より任意のCOMポートを選択し、「OK」ボタンをクリックして「Advanced Settings」を閉じる。
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尚、Advanced Port Settings画面のその他設定項目に関しては「5-1. 転送バッファサイズとレイテンシタイマ」を参照してください。

3-4.WindowsXPでのアンインストール

ここでは、WindowsXPにインストールされた本製品のドライバを削除する手順を説明します。

1. IWATSU SC-525 USB to RS Converterがパソコンに接続されている場合は取り外します。

2. Administrator権限のあるユーザでWindowsにログインします。

3. [コントロールパネル]から「プログラムの追加と削除」を選択します。

4. 「Windowsドライバ パッケージ – IWATSU COM PORT Driver Package」を選択し、「変更と削除」ボタンをクリックします。
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5. [image: image45.wmf]アンインストールの実行確認のメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。

6. 同様に「Windows ドライバ パッケージ – IWATSU USB BUS Driver Package」を選択し、「変更と削除」ボタンをクリックします。
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7. [image: image46.wmf] 


アンインストールの実行を確認するメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。

以上で、WindowsXPでのドライバアンインストールは完了です。

3-5.WindowsVistaおよびWindows7でのアンインストール

ここでは、WindowsVistaまたはWindows7にインストールされた本製品のドライバを削除する手順を説明します。

1. IWATSU SC-525 USB to RS Converterをパソコンに接続します。(接続の手順は3-6項に説明されています)


2. デバイスマネージャを起動します。(デバイスマネージャの起動手順は3-3項に説明されています)




3. 「ポート(COMとLPT)」の下にある「IWATSU SC-525(COMx)」を右クリックし、「削除」を選択します。

4. 「デバイスのアンインストールの確認」が表示されたら、「このデバイスのドライバーソフトウェアを削除する」をチェックして、「OK」ボタンをクリックする。

5. 同様に「ユニバーサルシリアルバスコントローラー」の下にある「IWATSU SC-525 USB to RS Converter」を右クリックし、「削除」を選択します。

6. 「デバイスのアンインストールの確認」が表示されたら、「このデバイスのドライバーソフトウェアを削除する」をチェックして、「OK」ボタンをクリックする。

以上で、WindowsVista、Windows7でのドライバアンインストールは完了です。

尚、手順4.、6.において「このデバイスのドライバーソフトウェアを削除する」にチェックを付けないで「OK」をクリックすると、ドライバソフトウェアはWindowsに登録されたままとなります。この場合、改めて本製品をUSBポートに接続すると、自動的にドライバが再度インストールされ、使用できる状態になります。

3-6.パソコンUSBポートへの接続

本製品をご使用いただくには、ドライバソフトウェアのインストール作業とパソコンのUSBポートへの接続が必要です。

ドライバソフトウェアのインストール作業については、3-1項から3-3項に各WindowsのOSバージョン毎に手順が説明されています。

ドライバのアンインストールを行う場合は、3-4項, 3-5項の手順を参考にしてください。

■パソコンのUSBポートへの接続

1) パソコンの電源をONにしてWindowsを起動します。

2) 下図を参考にし、本製品のUSBコネクタをパソコンのUSBポートに接続してください。



コネクタはしっかりと奥まで差し込み、確実に接続してください。

注1.
USBポートの位置につきましては、パソコンの説明書をご覧ください。

注2.
パソコンにより、キーボードやディスプレイのUSBポートでは、使用できない場合があります。

注3.
RS-232コネクタ側には何も接続しないでください。

４．計測器との接続

4-1.サポートする計測器tc "サポートする計測器"

本製品は岩通計測製の下記の機器に使用可能です。

　

　・マルチメータ　　　　　　　　　
VOAC7520/7521A/7522/7523

VOAC7520H/7521H/7522H/7523H　


・信号発生器　　　　　　　　　　
SG-4104/4105/4115


　・ユニバーサルカウンタ　　　　
SC-7205/7206/7207
SC-7205H/7206H/7207H


　・デジタルオシロスコープ
DS-8812P/8814P/8814c
DS-8822/8822P/8824/8824P


DS-5100シリーズ＊
DS-5100Aシリーズ＊


DS-5100Bシリーズ＊

＊但し、DS-5100/5100A/5100Bシリーズとの接続には、オス-メス変換タイプの9ピンD-subクロスケーブルが別途必要になりますので、ご用意下さい。


4-2.機器との接続

SC-525 USB to RS Converterをご使用になって、計測器を制御する際は下図


のように接続します。

接続要領、及び注意事項を下記にて説明します。

1)本製品のUSBコネクタをパソコンのUSBポートに接続します。　　　　　2)本製品のRS-232コネクタを計測器のRS-232ポートに接続します。　　　
注1.パソコンの電源は投入されていても構いません。　　　
　　　
注2.パソコン側USBポートの挿抜は、計測器の電源をOFFにし　　　　　　　　　　


た状態で行なって下さい。

　　注3.コネクタはしっかりと奥まで差込み、確実に接続してくださ　　　　　　　い。

注4.USBポート、RS-232ポートの位置につきましては、パソコン　　　　　　　及び計測器の取扱説明書をご参照ください。　　　　　　　


注5.お客様ご利用の計測器制御プログラムで使用するCOMポート　　　　　 番号と本製品のドライバのCOMポート番号を一致させてくだ　　　　　　　さい。　



５．アプリケーションノート


5-1.転送バッファサイズとレイテンシタイマーtc "転送バッファサイズとレイテンシタイマー"

ドライバのプロパティ画面「Port Setting」タグの「Advanced...」画面（下記ダイアログ）に記載されている転送バッファサイズ（USB Transfer Sizes）とレイテンシタイマ（Latency Timer）の内容について解説します。





転送バッファサイズとレイテンシタイマ－は、SC-525の受信機能に関する設定パラメータです。

　SC-525は下記の条件により、RS-232から受信したデータをUSBを介してホストに転送します。

1.SC-525内部の64バイトの転送バッファがフルになった時

2.RS-232のCTS#/DSR#/DCD#/RI#のラインコンディションが変化した時

3.RS-232受信データにイベントキャラクタを検出した時

4.レイテンシタイマ－（デフォルト16msec）がタイムアウトした時

64バイト未満のデータ転送に関しては、レイテンシタイマ－（Fig.5-1-1のLatency Timer）で設定した時間の遅延が発生します。64バイト以上の大量データを転送する際には、64バイトの転送バッファがフルになると即座に転送が開始され、最後の64バイト未満のデータ転送に関してのみレイテンシタイマで設定した時間の遅延が発生します。

遅延時間のワーストケースは、レイテンシタイマ－で設定した時間以上のゆっくりした間隔で63バイトのデータが転送される場合が考えられます。SC-525はレイテンシタイマ－がタイムアウトすると同時に64バイトのデータ転送を行うことになります。USBはレイテンシタイマ－の周期で64バイトの転送データを受け取り、リクエストされた受信バッファサイズになるとUSBシリアル変換デバイスドライバにデータを転送します。

　4Kバイトの転送所要時間は、概算（4096／64）×0.016＝1.024秒になります。





（注意）

USBで転送されるパケットデータには、2バイトの固有情報が含まれます。パケットデータサイズが64バイトの場合、RS-232より実際に受信したデータは62バイトになります。2バイトの固有情報はUSBシリアル変換デバイスドライバ内で自動的に取り除かれます。

SC-525のUSBシリアル変換デバイスドライバはデフォルトで4KバイトのUSB転送データサイズ（USB Transfer Sizes）をリクエストします。RS-232からのデータをPCに転送する際、USBドライバは下記の条件でUSBシリアル変換デバイスドライバにデータを転送します。

1.リクエストされたデータバイト数（4Kバイト）受信を完了した時

2.64バイト以下のショートパケットをUSBホストドライバが受信した時

3.リクエストがキャンセルされた時

64バイトのUSBパケットが継続的にホストに送られた場合、USBはリクエストされたUSB転送データサイズ（デフォルト4Kバイト）に達するまで受信を行います。USB転送データサイズに達すると、SC-525のUSBシリアル変換デバイスドライバに転送を完了したデータが引き渡され、この時点で通信アプリケーション（Communication Application）はRS-232からの受信データを受け取ることができます。RS-232からの転送データが64バイト以下の小さいブロック単位で送られてくる場合や、転送スピードが非常に遅い場合には、レイテンシタイマ－の設定値がデータ転送のスループットへ影響を及ぼします。

5-2.フロー制御tc "フロー制御"

SC-525は下記4種類のフロー制御を選択することができます。

(1)フロー制御なし

このモードの設定ではデータ転送が高速の場合にデータが喪失する恐れがあります。

(2)RTS/CTSの2線ハードウェアフロー制御

CTSの信号がハイであればデバイスはデータを送信し、受信できない状態ではRTSの信号をローにします。

(3)DTR/DSRの2線ハードウェアフロー制御

DSRの信号がハイであればデバイスはデータを送信し、受信ができない状態ではDTRの信号をローにします。

(4)XON/XOFFのソフトウェアフロー制御

XON/XOFFと呼ばれる特殊なキャラクタデータを使ってフロー制御を行います。XON/XOFFに使用するキャラクタデータはアプリケーションより設定変更することが可能です。

Windows OS自体の機構上、リアルタイムでSC-525のドライバからアプリケーションにデータを転送できない場合があります。例えば、マウスでアプリケーションのタスクバーを掴んで高速移動を行った状態に置いて、115.2kbpsのスピードでRS-232からデータ転送を行うと受信データの喪失が発生します。ハードウェアフロー制御もしくはソフトウェアフロー制御を有効にすることを強く推奨します。


Memo


６．製品仕様

USB規格
USB(Universal Serial Bus)1.1準拠

 USBコネクタ
 USB TypeA


 RS-232コネクタ 　　D-SUB 9P(メス)


 通信方式
 非同期通信

 RS-232通信速度
 最大230 kbps＊2

 電源電圧
 DC 5 V(USBバスパワーより取得)


 消費電流
 最大60 mＡ(DC 5 V)


 動作温湿度範囲
 0 ℃～＋50 ℃／10 ％～90 ％(結露なきこと)


 保存温湿度範囲
 -20 ℃～＋65 ℃／10 ％～90 ％(結露なきこと)


 外形寸法
 W：28±1 mm



 L：85±1 mm



 H：11±1 mm


 ケーブル長
 850 mm±20 mm


質量
 　　　　約55 ｇ


* 1.予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。

* 2.実際の最大通信速度は使用するパソコン仕様に依存します。







Fig.5-1-1  転送バッファサイズとレイテンシタイマ－
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D-SUB 9ﾋﾟﾝ ﾒｽ型











Fig.5-1-2  RS-232 USBデータ転送
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